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開設の⽬的・概要　等

本寄附講座の設置⽬的は、院内の救急体制のあり⽅と患者の容態に応じた適切なトリアージの⽅法に関する研究の実施、埼⽟県東部地域医療圏の⼀次から三次医療機関との連携⽅策などの調査・研究、さらに総合診療
医の育成に寄与することである。本研究⽬的のために、越⾕市⽴病院に2011年5⽉1⽇〜2014年3⽉31⽇の期間、寄附講座として地域総合診療研究講座が設置された。その後9年間の期間延⻑（第Ⅱ期、2014年4⽉
1⽇〜2017年3⽉31⽇、第Ⅲ期、2017年4⽉1⽇〜2020年3⽉31⽇、第Ⅳ期、2020年4⽉1⽇〜2023年3⽉31⽇）となり、さらに期間延⻑となった。（第Ⅴ期、2023年4⽉1⽇〜）

　本寄附講座の実務活動の⽬的・⽬標を以下に設定した。
⽬的
 ・越⾕市の救急・医療体制がより改善され、市⺠が今以上に安⼼して暮らすことができる街となる。
 ・越⾕市⽴病院が本講座の増設によって活性化し、若い研修医が増加するような、医師にとっても魅⼒ある医療機関となる。
 ・本講座の設置によって、越⾕市近隣の救急隊が円滑に活動することができ、市の救急システムが効率的に稼働するようになる。
 ・救急外来のスタッフのストレスが低減し、やりがいと誇りを持って働けるようなシステム・環境を構築する。

⽬標
 ・専⾨科に拘わらず、どのような医師が対応したとしても、安定的、持続的に無理なく継続できる医療システムを構築する。
 ・越⾕市⽴病院内の診療科各科、多職種間の連携・チームワークを構築する。
 ・越⾕市⽴病院の救急⾞受け⼊れ不応需数を減らす。
 ・Preventable Death（待合室での急変）を減らす。

地域総合診療研究講座（越⾕市）

医学研究科⻑・髙橋　和久
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